








第5章では本研究の結論が述べられている。本研究は野菜や果物の未利用部位から抽出した

総食物繊維（IDF:不溶性と水溶性食物繊維からなる）の摂取により腸内細菌叢にあたえる影

響とその生理的効果を明らかにし、 さらにそのTDFに多く含まれていたI戸アラビノースの摂

取による腸内細菌叢に与える影響を調べたものである。エンドウのさや、ソラマメのさやと種

皮、サトイモとヤマイモの皮、温州ミカンのアルベドから抽出されたTDFの中で、 JCM1217

株とJCM1254株の2菌種ビフイズス菌増殖活性の高いものはアルベドからのTDFであった。

そのアルベドTDFを飼料に混合してラットに摂取させた結果､盲腸内細菌叢のビフイズス菌

の菌数と検出率が大幅に増加し、さらに血清トリグリセリド濃度が有意に低下することが見出

された。そして、アルベドTDFに多く含まれていたL-アラビノースを摂取したすべてのラッ

トからビフイズス菌が検出され､さらに血清コレステロール濃度が有意に低下する結果を得た。

ビフイズス菌がアラビノシダーゼを有し、 1戸アラビノースを炭素源として増殖できることか

ら、アルベドTDFからレアラビノースを遊離して炭素源として利用したため、ビフイズス菌

の検出率が上昇したと考えられる｡アルベドTDFの摂取による血清トリグリセリド濃度の低下

はアルベドSDFの膵リパーゼ阻害活性によるものであることを示す結果を得ており、また､1戸

アラビノース摂取群のラットでの血清コレステロール濃度の低下は、 1戸アラビノースが腸内細

菌によって利用され増加したプロピオン酸と酢酸の合成阻害作用によるものと説明している。

本研究により、果物の未利用部位として大部分が廃棄されている耐､Nみかんアルベドの総食

物繊維にピフイズス菌増殖活性と膵リパーゼ活性の阻害作用による脂質の吸収抑制という2つ

の異なる生理活性があることが明らかにされた。このことは、これまでに大部分が廃棄されて

いた野菜・果物の非可食部位に新たな利用価値が存在することを示しており、さらなる利用に

可能性を広げるものと言えそうである。

以上のように、本論文の目標である、野菜・果物の非可食部の食物繊維にプレバイオテイク

効果を見出し、その摂取による生理的な影響を明らかにすること、は十分に達成されていると

考えられる。さらに、研究テーマの設定が学位に対して妥当なものであり、論文作成に当たっ

ての問題意識と研究方法が明確に示されていること、ラットを用いる実験では神戸女子大学動

物実験研究倫理委員会の承認を得て実施していること （承認番号27号及び130号)、研究に際

して具体的な分析・考察が為されており、学術論文として完成していること、先行研究や資料

が適切に取り扱われており、当該研究分野における研究の水準に到達していること、当該研究

領域の理論的見地または実証的見地から見て、新規性，創造性が認められること、などから、

本論文は博士（食物栄養学）の学位論文に相当すると判断される。

試験の結果又は学力の確認の要旨

学位申請者の岩田惠美子は平成15年度より平成21年度まで本学の研究助手として、その後

も引き続き助手として研究を続けてきた研究者である。語学力については平成22年度に行わ
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れた英語の筆記試験に合格している。

この度の学位論文審査願（乙）に基づき、平成25年6月8日に、公開博士論文発表会に先

立って論文審査委員会により、口頭試験を実施した。その結果，博士論文に関する十分な知識

と背景となる基礎的、理論的な応答を確認した。

公開博士論文討論発表会の結果

平成25年6月27日、論文審査委員会主催により学位論文の公開討論発表会をC館318教

室において開催した。研究科の教員、大学院生が多数出席の下で論文内容の発表（40分）とそ

れに対する口頭試問（40分）を行った。試問は、実験の方法、結果の評価方法、嫌気性細菌の

取り扱い、論文の訂正すべき箇所、など幅広く本質的な試問が26項目出され、口頭での回答

に加え、 1週間後に別紙の文書でも補足して適切な回答が得られた。これらのことより、当該

領域における博士としての十分な知識を修得し、適切なプレゼンテーション能力を有している

ことが確認された。

総合結果

平成25年7月16日、主査，副査3名による論文審査委員会を開催した。学位論文の審査結果､試

験の結果、および公開博士論文討論発表会の結果を総合して審議したところ、全員一致で提出

された論文は博士（食物栄養学）の学位に相当するものと判断した。
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